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リッチクライアントリッチクライアントの新技術についての新技術について
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リッチクライアントが登場するまでの道のりリッチクライアントが登場するまでの道のり
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RIARIA (( Rich Internet ApplicationsRich Internet Applications ) ) 

RIARIAとは？（リッチクライアントの定義）とは？（リッチクライアントの定義）
•• クライアントの操作性や視認性の向上（リッチなクライアントの操作性や視認性の向上（リッチな
ユーザーインタフェースと表現力）ユーザーインタフェースと表現力）

•• PCPC（クライアントのハードウェア）側のリソース活（クライアントのハードウェア）側のリソース活
用用

•• サーバ負荷の削減サーバ負荷の削減

•• ネットワーク負荷の削減ネットワーク負荷の削減

RIARIA実現方法実現方法

Adobe Adobe 
Systems Systems 

FlexFlexFlashFlashベースベース

Microsoft Microsoft SilverlightSilverlight.NET.NETベースベース

オープン技術オープン技術AjaxAjaxJavaScriptJavaScript
ベースベース

Sun Sun 
Microsystems  Microsystems  

JavaFXJavaFXJavaJavaベースベース

提供提供製品・技術名製品・技術名RIARIA 区分区分

Flex

Adobe Adobe FlexFlex 2.0 2.0 
高い視認性高い視認性

高いユーザビリティ高いユーザビリティ

高い開発生産性高い開発生産性

FlashFlashアプリケーションアプリケーション として動作（新プラグインのとして動作（新プラグインの
インストールの不要）インストールの不要）

ドキュメント・ドキュメント・APIAPIの豊富の豊富

Flex2.0Flex2.0の開発環境の開発環境

Flex 2 SDK【無償】

MXML、ActionScript３
フレームワーク、クラスライブラリ

コンパイラ、デバッガ

Flex Builder ２

デザインビュー

コードヒント

デバッグ

スキニング

Flex
Charting ２

チャートコンポーネント

Flex Data Services ２（2007年6月LiveCycleESに統合）

メッセージサービス

データマネジメントサービス

RPCサービス

Flexアプリケーションを作成するための統合開発環境(IDE)です。
FlexBuilder2からEclipseベースの開発環境となり、スタンドアロン版(Flex開発に特
化したEclipse込みの版)とプラグイン版(Eclipseインストール済みの環境にアドオンす
る版)の２タイプが用意されています

Flexアプリケーションを構築するための基本的なクラス、コンポーネント群とコマンドライ
ンユーティリティです。
Flex Charting2は、リッチなデータダッシュボードの作成やインタラクティブなデータ分
析を可能にする、充実したインタラクティブチャート・グラフを収録したライブラリです。
従来のRPCサービスに加え、MessagingサービスやDataManagemntなどの新機能
を提供しています。 RPCサービスの中のRemoteObjectは、Flex Data Service2が
ないと動作させることができません。 （2007年6月LiveCycleESに統合されました）
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Flex2Flex2のフローのフロー

Adobe Flash Player9【無償】

クライアント実行環境

Adobe Flex Builder with Charting ２

デザインビュー

コードヒント

スキニング

デバッグ

ActionScript3 MXML ユーティリティ

フレームワーク（コンパイラ等）

Adobe Flex SDK【無償】

開発環境環境

Adobe Flash Data Services ２

データマネジメント

RPCサービス

J2EE

データ接続・管理用サーバ環境

メッセージサービス

バックエンドシステム

SWF

コンパイル

RIAの提供

バックエンドシステムとの
スムーズな連携を実現

FlexFlex 2.02.0 DemoDemo

LiveCycleLiveCycle Data Services ESData Services ES構成構成

LiveCycleLiveCycle FormsForms ESES
LiveCycleLiveCycle Data Service ESData Service ES((旧旧FlexDataServicesFlexDataServices))

LiveCycleLiveCycle BarcodedBarcoded Forms ESForms ES
LiveCycleLiveCycle Reader Extensions ESReader Extensions ES
LiveCycleLiveCycle Process Management ESProcess Management ES
LiveCycleLiveCycle Rights Management ESRights Management ES
LiveCycleLiveCycle Digital Signatures ESDigital Signatures ES
LiveCycleLiveCycle Output ESOutput ES
LiveCycleLiveCycle PDF Generator ESPDF Generator ES

LiveCycleLiveCycle Data ServiceData Servicess ESES
RIARIAの場合、ユーザは、サーバから取得され、そしの場合、ユーザは、サーバから取得され、そし
てローカル上で管理されている状態のデータが利用てローカル上で管理されている状態のデータが利用
できるので、処理ごとにサーバと通信することが無くできるので、処理ごとにサーバと通信することが無く
なり、ストレスの無い操作体験が実現できます。なり、ストレスの無い操作体験が実現できます。
このアプリケーションモデルを実現するには、クライこのアプリケーションモデルを実現するには、クライ
アント側のデータと中間層間のデータの同期処理だアント側のデータと中間層間のデータの同期処理だ
けでなく、中間層のデータとデータベース間の同期けでなく、中間層のデータとデータベース間の同期
処理も必要となります。処理も必要となります。
LiveCycleLiveCycle DataData ServicesServices ESESは、クライアント・は、クライアント・
サーバ間の同期処理を行う高性能エンジンを提供サーバ間の同期処理を行う高性能エンジンを提供
する事で、同期処理時の手間とエラーを削減します。する事で、同期処理時の手間とエラーを削減します。

LiveCycle Data Services ES

手間手間ととエラーエラー 削減削減

LiveCycleLiveCycle Data ServiceData Servicess ESES
DemoDemo 実行環境実行環境

TOMCAT 5.5

Sample Application

JVM（JDK１．５）

LiveCycle Data Services ES

JMS Adapter
Active MQ JTA（JOTM）

JMS

DBXMLPDF

入出力

今回は全てオープンソースにて組み立てた例になります。

LiveCycleLiveCycle Data ServiceData Servicess ESES DemoDemo
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Q&AQ&A
AdobeAdobe FlexFlex２２
http://www.adobe.com/jp/products/livecyhttp://www.adobe.com/jp/products/livecy
cle/cle/
AdobeAdobe FlexFlex２２ ComponetComponet ExplorerExplorer
http://examples.adobe.com/flex2/inproduhttp://examples.adobe.com/flex2/inprodu
ct/sdk/jp/explorer/explorer.htmlct/sdk/jp/explorer/explorer.html
AdobeAdobe LiveCycleLiveCycle
http://www.adobe.com/jp/products/livecyhttp://www.adobe.com/jp/products/livecy
cle/cle/
LiveLive CycleCycle ESES技術文書関連技術文書関連
http://www.adbe.com/support/documentahttp://www.adbe.com/support/documenta
tion/en/livecycle/es/tion/en/livecycle/es/


